
下記以外の議案は、全員賛成で可決されました。賛成・反対が分かれた議案
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（原案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 可
決

（修正案：神田隆生議員ほか１名
提出） × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × 否

決

（修正案：北川照子議員ほか２名
提出） × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 否

決

マイナンバ
ー制度に関
連する議案

箕面市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 可
決

市立ひがし
幼稚園の民
営化に伴う
議案

財産の無償譲渡の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可
決

箕面市立幼稚園条例改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可
決

豊能町の消
防事務受託
に伴う議案

箕面市消防本部及び消防署の設
置に関する条例等改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

決

箕面市一般職の職員の給与に関
する条例及び箕面市職員退職手
当条例改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可
決

議員提出議
案

マイナンバー制度の円滑な運営
に係る財源確保等自治体の負担
軽減を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 採
択

議長（箕面政友会：二石博昭）は採決には加わりません。

本会議における議案の採決に当たって、賛
成・反対の意見表明を行いました。
主な内容をお知らせします。

全ての討論を動画で視聴できます

～このような理由で
� 賛成・反対しました～

箕面市議会 検索
動画の内容は公式記録ではありません。

平成28年４月からの豊能町消防事務の全部受託に当
たり、消防署の名称、消防署長の資格要件、消防職
員の定数、賞じゅつ金支給の対象活動範囲を改正す
るもの。

●広域化は法が推進しており、自治体消防の原
則に反するという曲解した反対討論に憤りを覚
える。豊能町消防の全面受託は消防・救命力の強
化と効率運営での経費削減だけでなく、近隣助
け合いの姿勢においても評価する。（政・内海）
●消防の広域化は、コスト削減の名のもと、職
員や救急・消防車の削減につながり、消防本部
と消防団との関係を希薄にさせる恐れがある。
1961年制定の消防力基準で示されたような消
防力の充実をはかるべき。（共・神田）
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平成28年４月から、市立ひがし幼稚園を民営化する
ことに伴い、建物のほか工作物、立木一式を運営法
人である学校法人ひじり学園に、無償で譲渡するも
の。

●運営法人はＰＴＡの評判も良く、将来地元の
子どもたちが入園できるか心配される程であ
る。運営面などで問題があれば、市が課題解決
に向けて協力するなど、しっかりとサポートす
るよう強く要望し賛成。（自・林）
●行政が責任を持ち、地域の保育水準や教育水
準を守っていくことが重要である。公立幼稚園
の廃園・民営化は、保護者の負担を増やし、地
域の公的な幼稚園教育を後退させることにな
り、許されない。（共・名手）
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マイナンバーを利用する事務などを規定しているマ
イナンバー法関連の政省令の制定が、平成28年１月
の開始に間に合っていないため、不足する細部につ
いて規則で補う必要があり、条項を整備するもの。

●本改正は、本市が独自にマイナンバーを利用
する項目ではなく、マイナンバー法や政省令の
不足する細部を規則で補うもので、全国統一で
行う法定事務の混乱を避けるために行わなけれ
ばならないものである。（自・中井）
●国の主務省令が未整備なため、地域支援事
業、肢体不自由児通所医療費の支給、保育所に
おける保育、地域生活支援事業の４つの事務に
ついて条例改正し、庁内の事務の簡素化、効率
化をはかるものであり、賛成。（政・川上）
●マイナンバーのついた情報の提供や照会は、
省令で定めた事務に限ると法で決められている
が、まだ４分野で省令ができていない。本市の事
務遂行のため条例で補おうとしているが、法律
に適合しないことは認められない。（無・北川）
●マイナンバーは、税や社会保障だけでなく、預
金口座など多くの個人情報を一つの番号で管理
するもので、国は税・保険料の徴収強化や給付
抑制に活用する。個人情報の漏えいやなりすま
し被害が拡大する恐れがあり反対。（共・神田）
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原案　生活保護費や障害福祉費などの扶助
費の増、地方創生先行型交付金活用事業、
消防の広域化やマイナンバー関連経費の計
上などに伴い、歳入歳出予算の総額に歳入
歳出それぞれ２億6,997万6,000円を追加し、
439億995万6,000円とするもの。このほか、
債務負担行為と地方債を補正する。

修正案①（神田隆生議員ほか1名提出）　原案
から、債務負担行為補正「平成27年度（2015
年度）学校給食調理業務委託事業」を削除
し、消防の広域化とマイナンバーに関連す
る歳入歳出予算を削除するもの。

修正案②（北川照子議員ほか2名提出）　原案
から、マイナンバーに関連する歳入歳出予
算を削除するもの。

●原案は、社会保障制度として生活保護法や児
童福祉法などに基づき市が給付しなければなら
ない扶助費や、マイナンバー法に基づく関連予
算を漏れなく計上しており賛成。修正案①②は、
法律に基づき行わなければならないマイナンバ
ー関連予算を削除しており反対。（自・中井）
●修正案①②は、マイナンバー関連の中間サー
バープラットフォームの利用負担金などを削除
する内容だが、予算措置を認めないことは、法
令違反となる。箕面市だけが法を犯す状況とな
ることは、市民の利益を大きく損なう結果とな
ることから原案に賛成するもの。（政・中嶋）
●修正案①②は、市の行財政運営の効率化を進
めるために必要な事業、市民の安心・安全を守
るための事業を削除するものであり、中でもマ
イナンバー制度の運用に必要な事業の削除は、
法律に違反し、市民サービスの低下を招くこと
となるため反対。（公・岡沢）
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箕面市消防本部及び消防署の
設置に関する条例等改正の件財産の無償譲渡の件

箕面市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例改正の件

平成27年度箕面市
一般会計補正予算（第4号）

可決可決

可決

●修正案提出議員は、原案のうち、修正を加え
ていない予算については認めていると解釈され
るので、消極的でも原案に賛成をし、より良いま
ちづくりの一端を担う判断をしてはどうか。府
下一番の住み良いまち箕面に見合う知性あるバ
ランスの良い市議会をめざすべき。（自・上田）
●原案には、マイナンバー制度の導入に関わる
事業費が計上されている。更に、原案と修正案
②には、消防の広域化と東小学校の給食調理業
務の民間委託に関連する予算が盛り込まれてい
る。問題があるこれらの経費を含む２案に反対
し、削除する修正案①に賛成する。（共・名手）
●マイナンバー制度の費用対効果は不明で、中
間サーバーの設計情報も市に提供されないなど、
不透明なものに負担金を出すわけにはいかない。
制度の拡大利用が進めば詐欺事件などのリスク
も広がる。市民の暮らしを守るべき市はいったん
立ち止まり、国に是正を求めるべき。（無・中西）
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討論、採決委員会での審査 一般質問議案の審議定例会の流れ
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